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最
後

の
卒

業
式

　
広

田
中

学
校

６
６

年
の

歴
史

に
ピ

リ
オ

ド

　
陸
前
高
田
市
立
広
田
中
学
校
(
菅
野
次
郎
校
長
、
生
徒
７
０
人
)
で
卒
業
式

が
行
わ
れ
、
来
賓
や
保
護
者
が
見
守
る
中
、
２
７
人
に
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
本
校
は
３
月
を
も
っ
て
閉
校
し
、
４
月
か
ら
は
米
崎
・
小
友
・
広
田

中
学
校
の
３
校
が
統
合
し
て
「
高
田
東
中
学
校
」
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
最

後
の
卒
業
生
と
な
っ
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

最
後

の
卒

業
式

　
広

田
中

学
校

６
６

年
の

歴
史

に
ピ

リ
オ

ド



２０１２年（平成２４年）　１月１日号　②２０１３年（平成２５年）　４月１日号　②

歳出
１，０１９億１，１００万円

歳入
１，０１９億１，１００万円

依存財源
６５．８％

国庫支出金
４６５億１，３５６万円　４５．６％

市税　１０億８，６４６万円　１．１％

分担金・負担金・繰入金・繰越金
財産収入・寄附金・繰入金・諸収入など
３３８億４３７万円　３３．１％

地方消費税交付金・地方譲与税など
　３億７，５２０万円　０．４％

地方交付税
　１４６億９，４２６万円

１４．４％

６億６，４９９万円　０．７％　市債

県支出金
　４７億７，２１６万円

４．７％

土木費
５４２億３，２６３万円

５３．２％

衛生費
２３１億１２４万円
２２．７％

災害復旧費
１０１億９，３７０万円

１０．０％

自主財源
　３４．２％

民生費
３４億４，９０６万円

３．４％

総務費
２９億２９６万円　２．８％

農林水産業
２５億９，５０７万円　２．５％

公債費　１５億２，３６７万円　１．５％教育費
２０億１，２９８万円　２．０％

議会費・労働費・商工費ほか
　１８億９，９６７万円　１．９％

　平成２５年度の一般・特別・企業会計の各予算が市議会第１回定例会で可決され、一般会計１，

０１９億１，１００万円、特別会計６９億９，４７０万３千円、総額１，０８９億５７０万３千円を計上し

ました。“本格復興年”にあたる本年度は、震災による税収などの大幅な落ち込みが続く厳しい財政状況

にあり、限られた財源を最大限に活用し、震災からの一日も早い復興を最優先課題に位置付け、本格的

な復興事業を推進する予算となっています。

　

自
主
財
源
は
、
３
４
８
億
９
，
０

８
３
万
円
（
構
成
比
34
・
２
㌫
）。

前
年
度
比
で
３
２
５
億
３
，
４
２
１

万
８
千
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
依
存
財
源

は

６
７
０
億

２
，

０
１
７
万

円
と
、
前
年
度
比
で
33
億
１
，

８
７
８
万
２
千
円
増
加
。
内
訳
は
、

国
庫
支
出
金
が
約
13
億
円
の
増
、

地
方
交
付
税
が
約
12
億
円
の
増
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
の
借
金
に
あ
た
る
市
債

は
、

前

年

度

比

で

７

億

４
，

３
９
１
万
２
千
円
減
の
６
億
６
，

４
９
８
万
８
千
円
で
す
。
住
民
一

人
あ
た
り
の
残
高
が
減
り
、
平

成
二
十
四
年
度
が
58
万
７
千
円
、

二
十
五
年
度
が
56
万
４
千
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
を
目
的
別
に
み
る
と
、
土

木
費
が
最
も
多
く
、
全
体
の
53
・

２
㌫
。
次
い
で
、
衛
生
費
が
22
・

７
㌫
と
な
っ
て
お
り
、
復
興
に
か

か
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
が
れ
き
の

処
理
に
か
か
る
予
算
が
大
半
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

重
点
事
業
と
し
て
、
震
災
復
興

計
画
に
基
づ
く
、
第
１
災
害
に

強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
で
は
、

消
防
団
運
営
費
に
６
，
７
６
２
万

円
、
第
２
快
適
で
魅
力
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
で
は
、
高
田
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業
費
が
１
３
３
億
５
，

０
３
０
万
円
、
防
災
集
団
移
転

促
進
事
業
費
が
１
１
４
億
３
，

６
９
６
万
円
、
今
泉
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
費
が
82
億
７
８
１
万

円
と
、
高
台
移
転
に
関
す
る
予
算

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
第
３
市
民

の
暮
ら
し
が
安
定
し
た
ま
ち
づ
く

り
で
は
、
高
田
東
地
区
復
興
整
備

事
業
費
が
６
億
１
，
２
９
０
万
円
、

米
崎
・
小
友
・
広
田
中
学
校
が
高
田

東
中
学
校
に
再
編
す
る
こ
と
に
伴

う
中
学
校
統
合
事
業
費
が
２
億
３
，

２
７
９
万
円
、
第
４
活
力
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
農
林
水
産

業
、
商
工
業
の
振
興
策
で
、
被
災

地
域
農
業
復
興
総
合
支
援
事
業
費

が
12
億
４
，
８
０
５
万
円
、
新
規

事
業
で
あ
る
被
災
中
小
企
業
復
興

支
援
事
業
費
が
３
，
７
０
０
万
円
、

第
５
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
で
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導

入
促
進
事
業
費
が
１
５
０
万
円
、

第
６
協
働
で
築
く
ま
ち
づ
く
り
で

は
、
被
災
し
た
自
治
会
館
の
再
建

な
ど
を
支
援
す
る
自
治
会
館
等
整

備
事
業
費
が
２
，
３
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

平成２５年度予算

一般会計は対前年度比５４．３％増の
１，０１９億１，１００万円

本格復興年を象徴　過去最大規模の予算に

歳 

出
一
般
会
計
予
算
の
概
要

歳 

入

財 政￥

一般会計は対前年度比５４．３％増の
１，０１９億１，１００万円



③

市民１人あたりに使われるお金（一般会計）合計４，９２６，３３０円 市民１人あたりが負担するお金（市税）合計５２,５０６円

22,504円
（42.8％）

22,597円
（43.0％）

5,407円
（10.3％）

1,863円
（3.6％）

135円
（0.3％）

廃止となりました

2,621,580円
（53.2％）

1,116,703円
（22.7％）

492,759円
（10.0％）

166,726円
（3.4％）

140,328円
（2.8％）

125,444円
（2.5％）

97,307円
（2.0％）

73,654円
（1.5％）

91,829円
（1.9％）

土木費

民生費

教育費

衛生費

総務費

公債費

災害復旧費

農林水産業費

そ　の　他

固定資産税

市たばこ税

都市計画税

市　民　税

軽自動車税

入　湯　税

22,504円
（42.8％）

22,597円
（43.0％）

5,407円
（10.3％）

1,863円
（3.6％）

135円
（0.3％）

廃止となりました

2,621,580円
（53.2％）

1,116,703円
（22.7％）

492,759円
（10.0％）

166,726円
（3.4％）

140,328円
（2.8％）

125,444円
（2.5％）

97,307円
（2.0％）

73,654円
（1.5％）

91,829円
（1.9％）

土木費

民生費

教育費

衛生費

総務費

公債費

災害復旧費

農林水産業費

そ　の　他

固定資産税

市たばこ税

都市計画税

市　民　税

軽自動車税

入　湯　税

22,504円
（42.8％）

22,597円
（43.0％）

5,407円
（10.3％）

1,863円
（3.6％）

135円
（0.3％）

廃止となりました

2,621,580円
（53.2％）

1,116,703円
（22.7％）

492,759円
（10.0％）

166,726円
（3.4％）

140,328円
（2.8％）

125,444円
（2.5％）

97,307円
（2.0％）

73,654円
（1.5％）

91,829円
（1.9％）

土木費

民生費

教育費

衛生費

総務費

公債費

災害復旧費

農林水産業費

そ　の　他

固定資産税

市たばこ税

都市計画税

市　民　税

軽自動車税

入　湯　税

会　計　名 平成２５年度

１，０１９億１，１００万円

１４億２，３２６万円

平成２４年度 伸び率
（％）

特

　
　
　

別

　
　
　

会

　
　
　

計

一　般　会　計

合　　　計

下  水  道  事  業

農業集落排水事業

漁業集落排水事業

事 業 勘 定

診療施設勘定

後期高齢者医療

保険事業勘定

介護サービス事業勘定

特別会計合計

６，０３６万円

６，３０７万円

２８億２，３３２万円

２億１，５８１万円

１億８，８９０万円

２２億７３１万円

１，２６７万円

６９億９，４７０万円

６６０億５，８００万円

２３億５，５８９万円

５，７９６万円

４，９５９万円

２８億４，６３３万円

２億７７万円

１億８，０８５万円

２２億８４６万円

１，０００万円

７９億９８５万円

５４．３

△３９．６

４．１

２７．２

△０．８

７．５

４．５

△０．１

２６．８

△１１．６

１，０８９億５７０万円 ７３９億６，７８５万円 ４７．２

介
護
保
険

国
民
健
康
保
険

【
財
政
用
語
】

▽
特
別
会
計
…
特
定
の
事
業

を
行
う
場
合
や
特
定
の
歳
出

歳
入
を
充
て
る
場
合
に
、
一

般
会
計
と
は
別
に
収
支
整
理

を
行
う
も
の
。

▽
自
主
財
源
…
市
税
や
各
種

使
用
料
な
ど
市
単
独
で
収
入

で
き
る
も
の
。

▽
依
存
財
源
…
国
や
県
か
ら

の
交
付
金
や
借
入
金
な
ど
。

▽
地
方
交
付
税
…
市
の
財
政

力
に
応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
も
の
。

▽
臨
時
財
政
対
策
債
…
地
方

交
付
税
の
不
足
に
伴
い
、
代

わ
り
に
一
般
財
源
と
し
て
発

行
可
能
な
特
例
的
な
地
方
債
。

（３月１日の住民登録人口２０，６８７人）

一般・特別会計の予算額（１万円未満を四捨五入）

１７１億７，９１１万円（老人保健特別会計を含む）

１０３億４，０００万円

１７９億３，８３９万円（老人保健特別会計を含む）

１１３億４，１００万円

１７３億３，９７６万円

１０８億

７３９億６，７８５万円

１，０８９億５７０万円

１，０１９億１，１００万円

平　成

２１年度

平　成

２２年度

平　成

２３年度

平　成

２４年度

平　成

２５年度

0 300 400 500 600 700 800

予算額を市民１人あたりに換算すると…

全 会 計

■一般・特別会計の予算額■予算規模の推移

200100

一般会計

900 11001000

６６０億５，８００万円



２０１３年（平成２５年）　４月１日号　④

市役所マイヤ
滝の里店

コメリ

竹駒郵便局

340

市立図書館竹駒
コミセン

農免道→

↓矢作

↑住田

４５号→ 成田山

４５

にじの
ライブラリー

気仙沼↓

↑住田

市役所マイヤ
滝の里店

コメリ

竹駒郵便局

340

こども図書館
ちいさいおうち竹駒

コミセン

農免道→

↓矢作

↑住田

４５号→

市立図書館
陸前高田
コミュニティ図書館

↓広田

小友→

340

金剛寺

大船渡→

矢作↑

気
仙
川

仁田山
トンネル

モビリア

貯
水
池

センター
ハウス

（北集会所内）

市役所マイヤ
滝の里店

コメリ

竹駒郵便局

340

市立図書館竹駒
コミセン

農免道→

↓矢作

↑住田

４５号→ 成田山

４５

にじの
ライブラリー

気仙沼↓

↑住田

市役所マイヤ
滝の里店

コメリ

竹駒郵便局

340

こども図書館
ちいさいおうち竹駒

コミセン

農免道→

↓矢作

↑住田

４５号→

市立図書館
陸前高田
コミュニティ図書館

↓広田

小友→

340

金剛寺

大船渡→

矢作↑

気
仙
川

仁田山
トンネル

モビリア

貯
水
池

センター
ハウス

（北集会所内）

　

本
館
は
、
平
成
二
十
四
年
十
二

月
に
開
館
し
ま
し
た
。
仮
設
住
宅

に
住
ん
で
い
る
人
の
入
館
が
多
い

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
家
に
あ
っ
た

本
が
津
波
で
流
さ
れ
て
も
、
こ
こ

に
来
れ
ば
読
み
た
い
本
に
再
び
出

会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

堅
苦
し
く
な
い
図
書
館
で
あ
る

こ
と
を
心
が
け
、
で
き
る
だ
け
皆

さ
ん
の
生
活
に
直
結
す
る
書
籍
を

多
く
配
置
し
て
い
ま
す
。
お
し
ゃ

■
副
主
幹

　
　

長
谷
川　

敬　

子　

さ
ん

べ
り
が
で
き
る
憩
い
の
場
、
し
ば

ら
く
会
っ
て
い
な
か
っ
た
人
と
偶

然
出
会
う
場
と
し
て
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
の
図
書
館
の
大
き

な
役
割
と
し
て
、
津
波
で
流
失
し

た
郷
土
資
料
の
収
集
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
自
宅
で

使
わ
ず
に
眠
っ
て
い
る
本
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
本
館
に
寄
贈
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽
開
館
時
間　

火
・
水
・
木
・

金
・
土
・
日
曜
日
午
前
九
時

～
午
後
五
時

※
毎
週
月
曜
日
、
祝
日
、
年

末
年
始
な
ど
は
休
館

▽
所
在
地　

竹
駒
町
館
44

（
竹
駒
コ
ミ
セ
ン
内
）

▽
電
話　

５
４
ー
３
２
２
７

▽
運
営
主
体　

陸
前
高
田
市

【
施
設
案
内
】

　

本
館
は
、
失
わ
れ
た
子
ど
も
た

ち
の
読
書
環
境
を
、
一
日
で
も
早

く
取
り
戻
そ
う
と
平
成
二
十
三
年

十
一
月
に
開
館
し
ま
し
た
。
児
童

書
を
中
心
に
配
置
し
、
隣
接
す
る

市
立
図
書
館
と
役
割
分
担
を
し
な

が
ら
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
と
密
接

に
触
れ
合
う
こ
と
を
重
視
し
、
読

み
聞
か
せ
を
し
た
り
、
子
ど
も
の

興
味
に
合
わ
せ
て
本
の
紹
介
を
し

■
ち
い
さ
い
お
う
ち

　
　

吉　

田　

佳　

織　

さ
ん

た
り
と
、
子
ど
も
た
ち
の
好
奇
心

を
引
き
出
す
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
然
科
学
の
本
や
図
鑑
な
ど
も

充
実
し
て
お
り
、
子
ど
も
が
不
思

議
に
思
っ
た
こ
と
を
、
解
決
し
て

く
れ
る
よ
う
な
本
を
そ
ろ
え
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
親
御
さ
ん
が

小
さ
い
こ
ろ
に
読
ん
だ
よ
う
な
、

昔
か
ら
読
み
継
が
れ
て
い
る
本
も

多
く
、
お
す
す
め
し
た
い
本
ば
か

り
で
す
よ
。

▽
開
館
時
間　

火
・
水
・
金
・

土
・
日
曜
日
午
前
十
時
～
午

後
五
時

▽
所
在
地　

竹
駒
町
字
館
44

▽
電
話　

５
４
ー
３
２
２
７

▽
運
営
主
体　

特
定
非
営
利

活
動
法
人
う
れ
し
野
こ
ど
も

図
書
室

市内４カ所に図書館が開設されています。ここでは、４つの図書館の概要を

本を探しに行ってみませんか。

陸前高田こども図書館・うれし野こども図書室分館～ちいさいおうち～

【
施
設
案
内
】

市立図書館

ってみようってみようってみよう



⑤

市役所マイヤ
滝の里店

コメリ

竹駒郵便局

340

市立図書館竹駒
コミセン

農免道→

↓矢作

↑住田

４５号→ 成田山

４５

にじの
ライブラリー

気仙沼↓

↑住田

市役所マイヤ
滝の里店

コメリ

竹駒郵便局

340

こども図書館
ちいさいおうち竹駒

コミセン

農免道→

↓矢作

↑住田

４５号→

市立図書館
陸前高田
コミュニティ図書館

↓広田

小友→

340

金剛寺

大船渡→

矢作↑

気
仙
川

仁田山
トンネル

モビリア

貯
水
池

センター
ハウス

（北集会所内）

市役所マイヤ
滝の里店

コメリ

竹駒郵便局

340

市立図書館竹駒
コミセン

農免道→

↓矢作

↑住田

４５号→ 成田山

４５

にじの
ライブラリー

気仙沼↓

↑住田

市役所マイヤ
滝の里店

コメリ

竹駒郵便局

340

こども図書館
ちいさいおうち竹駒

コミセン

農免道→

↓矢作

↑住田

４５号→

市立図書館
陸前高田
コミュニティ図書館

↓広田

小友→

340

金剛寺

大船渡→

矢作↑

気
仙
川

仁田山
トンネル

モビリア

貯
水
池

センター
ハウス

（北集会所内）

震災で市立図書館が被災し、読書を楽しむ空間が失われていましたが、現在は

お知らせします。「がんばっぺし」と元気を与えてくれる本、心の支えになる

　

こ
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
、
平
成

二
十
三
年
十
一
月
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
三
歳
か
ら
小
学
校
低
学

年
を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い

て
、
蔵
書
の
大
部
分
が
絵
本
と
児

童
書
で
す
。

　

仮
設
住
宅
で
暮
ら
す
子
ど
も
た

ち
は
、
家
の
中
で
走
り
回
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
来
る
子

ど
も
た
ち
は
、
広
い
ス
ペ
ー
ス
の

中
で
十
分
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

■
現
地
責
任
者

　
　

荒　

木　

そ
う
こ　

さ
ん

す
。

　

今
泉
地
区
は
、
ま
ち
が
す
べ
て

被
災
し
た
こ
と
か
ら
、
み
ん
な
バ

ラ
バ
ラ
に
住
ん
で
い
て
、
一
堂
に

集
ま
る
拠
点
が
必
要
で
し
た
。
布

ぞ
う
り
を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
た
り
、
つ
る
し
雛
を
作

っ
た
り
と
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
も
利
用
さ
れ
、
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。

▽
開
館
時
間　

土
・
日
曜
日
、

祝
日
午
前
十
時
～
午
後
四

時
、
水
曜
日
午
後
一
時
～
六

時▽
所
在
地　

気
仙
町
字
中
井

２
（
今
泉
天
満
宮
境
内
）

▽
電
話　

５
５
ー
３
２
０
３

▽
運
営
主
体　

子
ど
も
た
ち

へ
〈
あ
し
た
の
本
〉
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
〈
大
震
災
〉
出
版
対
策

本
部

　

こ
の
図
書
室
は
、
モ
ビ
リ
ア
の

集
会
室
を
間
借
り
す
る
形
で
、
平

成
二
十
四
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　

貸
し
出
し
は
一
人
五
冊
ま
で

で
、
返
却
期
限
は
二
週
間
で
す
。

　

移
動
図
書
館
で
の
巡
回
も
行
っ

て
い
て
、
毎
月
第
一
、
第
三
日
曜

日
の
午
前
十
時
か
ら
滝
の
里
仮
設

住
宅
、
午
後
一
時
か
ら
高
田
高
校

仮
設
住
宅
、
午
後
三
時
か
ら
広
田

■
岩
手
事
務
所
図
書
館
活
動

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当

　
　

吉　

田　

晃　

子　

さ
ん

小
学
校
仮
設
住
宅
を
訪
問
し
て
い

ま
す
。

　

こ
こ
は
、
家
族
で
楽
し
め
る
図

書
室
で
す
。
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な

が
ら
お
し
ゃ
べ
り
が
で
き
て
、
一

日
中
く
つ
ろ
げ
る
空
間
で
す
。
仮

設
住
宅
の
入
居
者
だ
け
で
は
な

く
、
ど
な
た
で
も
入
室
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
開
館
時
間　

月
・
木
・
金
・

土
・
日
曜
日
午
前
十
時
～
午

後
四
時

▽
所
在
地　

小
友
町
字
獺
沢

１
５
５
ー
７
８ 

オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
モ
ビ
リ
ア
内　

北
集
会
所

▽
電
話　

０
８
０
ー
６
８
４
９

ー
９
６
９
２

▽
運
営
主
体　

公
益
社
団
法

人
シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
会

にじのライブラリー

陸前高田コミュニティ図書室

【
施
設
案
内
】

【
施
設
案
内
】

図書館 に行図書館 に行に行に行に行に行に行



２０１３年（平成２５年）　４月１日号　⑥

　

市
職
員
の
四
月
一
日
付
け
人
事
異
動
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
百
二
十
二
人
の
異
動
と
、
中
規

模
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
“
本
格
復
興
年
”
と
し
て
、
復
興
を
加
速
さ
せ
る
重
要
な
一
年
に
な
り

ま
す
。
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
最
大
限
の
効
果
を
生
み
出
す
よ
う
、
行
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

管理係

係長　消防司令補　黄川田英児

主任　消 防 士 長　佐藤　浩樹

　　　　　〃　　　村上　悦朗

　　　　　〃　　　戸羽　一将

　　　　　〃　　　岡渕　健悟

　　　消防副士長　佐藤　浩二

　　　消　防　士　遠藤　　翼

　　　　　〃　　　芳野　亮人

署長　消防司令　村上　信幸　　　副署長　消防司令　戸羽　　進　　　副署長　消防司令　金野　隆博

予防係

係長　消防司令補　 岡田　雅彦　

主任　消防司令補　小松　　勲

　　　消 防 士 長　長尾　英樹

　　　　　〃　　　村上　桂一

　　　　　〃　　　伊藤　章尋

　　　消防副士長　村上　祐二

　　　　　〃　　　権藤　　雄

　　　消　防　士　新沼　宜徳

　　　　　〃　　　菅野　裕樹

警防係

係長　消防司令補　及川貴美人

主任　消防司令補　佐々木 秀樹

主任　（兼）　　　　丹野　　賢

　　　消 防 士 長　熊谷　欽也

　　　　　〃　　　後藤　道治

　　　消防副士長　松坂　　享

　　　　　〃　　　菅野　　伸

　　　消　防　士　臺　　和敬

　　　　　〃　　　残間　優貴

　　　　　〃　　　菅野　祥之

　　　　　〃　　　佐藤　宏樹★

◆
部
課
長
級
の
昇
任

　
　

※
（　

）
は
異
動
前
の
職
名

建設課主幹兼幹線道路
対策室長補佐
（建設課長補佐兼幹線道路対策室長補佐）

大和田 浩 之（５２）

▽
部
長
級

▽
課
長
級

税務課長
（財政課長補佐兼財政係長兼管財係長）

水産課長
（水産課長補佐）

教育次長兼生涯学習課長
（山田町立大沢小学校長）

農業委員会事務局長
（学校給食センター所長）

佐 藤 伯 一（５１）平 　 立 身（５４） 大久保 裕 明（５５）

村 上 弘 人（５２）

監査委員事務局長
（会計課長補佐）

菅 野 裕 司（５９）
※
赤
色
は
四
月
一
日
付
け
の
異
動
者
（
昇
任
を
含
む
）。　

は
兼
務
、　

は
再
任
用
、　

は
復
興
庁
、　

は
岩
手

県
、　

は
北
海
道
、　

は
深
川
市
、　

は
盛
岡
市
、　

は
一
関
市
、　

は
二
戸
市
、　

は
八
幡
平
市
、　

は
住
田
町
、

　

は
桐
生
市
、　

は
上
尾
市
、　

は
銚
子
市
、　

は
武
蔵
野
市
、　

は
甲
斐
市
、　

は
名
古
屋
市
、　

は
松
阪
市
、

　

は
京
都
市
、　

は
奈
良
市
、　

は
和
歌
山
市
、　

は
松
江
市
、　

は
福
岡
市
、　

は
武
雄
市
か
ら
の
派
遣
。　

は
非
常
勤
職
員
、
★
は
新
採
用
職
員
。

岩手県防災航空隊派遣

消防副士長　金野　剛憲

消 防 長　消防司令長　岩﨑亮（再）

消防次長　消 防 司 令　村上　信幸

管理係長　　　　　　　菅野　　格

警防係長　消 防 司 令　金野　隆博

予防係長　消 防 司 令　戸羽　　進

警 防 係　消 防 士 長　丹野　　賢

水道事業所長
（学校教育課長補佐兼管理係長）

佐 藤 由 也（５１）

平
成
25
年
度

市
職
員
配
置
一
覧

消  防  本  部

消　  防　  署

（兼）

（再）

（復）

（県）

（北）

（深）

（盛）

（関）

（二）

（八）

（住）

（甲）

（名）

（松）

（福）

（武）

（蔵）
（江）

（銚）（和）

（上）（奈）

（桐）（京）



⑦

平成２５年度　市職員配置一覧

広田診療所

二又診療所

課　　長　熊谷　正文

課長補佐兼財政係長

　　　　　細谷　勇次

財政係

主　　任　佐々木　修（県）

主　　事　吉田　祐也

　 〃　　　木村　麻衣

管財係

係　　長　佐々木清敏

主　　任　三浦　昭一

　 〃　　　荻原　秀一

主任主事　畠山　幸也

部長兼課長　細川　文規（再）

課長補佐　戸羽　良一

職員係

係　　長　伊藤　芳光

主任主事　菅野　　宏

主　　事　前角地邦幸

　 〃 　　小泉　剛志

室　　長　大和田　正

室長補佐（兼） 　戸羽　良一

主　　事　中村　吉雄（県）

室長（兼）　菊池　満夫

室長補佐　熊谷　重昭

主　　査　佐々木敦美

報道担当主査　古賀龍一郎（武）

主任主事　及川晃一郎

　 〃 　　大西　正基（松）
係　　長　佐藤　　彰

主　　事　穂苅　英昭（県）

　 〃 　　佐藤　真美

部長兼課長　菊池　満夫（再）

課長補佐兼政策推進係長

　　　　　黄川田次男

政策推進係

主任主事　西尾　建人（名）

主　　事　横手　謙蔵

秘書係

係　　長　村上　知幸

主任主事　石川　聖恵

課　　長　佐藤　伯一

課長補佐兼収納係長　

　　　　　菅原　正弘

市民税係

係　　長　佐々木英治

主　　査　佐藤　弘記（関）

主　　任　平尾　　健（京）

主　　事　望月　　孝（県）

　  〃　　 大坂　美緒

　  〃　　 菅野　圭裕

資産税係

副 主 幹　米澤　雅行

係　　長　尾形　良一

主　　任　菊池　　弘（関）

主任主事　村上　　充

主　　事　金野　　景

主 事 補　高橋　純基★

収納係

主　　任　佐々木真理

主 事 補　佐藤　直樹

会計管理者兼課長

　　　　　菅野　道弘

審査主査　小島　裕恵（関）

主　　任　千葉　祐子

主　　事　水野　　慎

　  〃　　 佐藤　　綾

課　　長　堺　　伸也

課長補佐兼市民係長

　　　　　山本　郁夫

市民係

主　　査　斉田　光智（盛）

主　　任　戸羽　　弘

　  〃　　 佐藤　恵子

主　　事　吉田　端三（県）

　  〃　　 藤井　　剛（住）

　  〃　　 村上利恵子

　  〃　　 野村　直紀（二）

　  〃　　 菅原由紀也

環境安全係

係　　長　金濱　幹也

主　　任　伊東　千春（北）

　  〃　　 青山　豊英
（岩手沿岸南部広域環境組合派遣）

　  〃　　 河合　　元（県）

主 事 補　三浦　　淳

国保係長　臼井　秀子

主　　任　金平　一甫（蔵）

主任主事　水野いずみ

主　　事　横山　千佐

所　長　泉田　　亘（県）

主任主事　金野　幸浩

看護師　藤原　奈美

所　長　近江三喜男

副主幹　熊谷　紅子

主任看護師　大坂　弘美

主　事　佐藤　広樹

財　  政　  課 総務課（職員係） 防 災 対 策 室 まちづくり戦略室

総務課（行政係）

企 画 政 策 課

税　  務　  課 会　  計　  課 市 民 環 境 課 健康推進課 ( 国保係 )

　１号棟　２階

　１号棟　１階



２０１３年（平成２５年）　４月１日号　⑧

生 涯 学 習 課

長 寿 社 会 課 社会福祉課

学 校 教 育 課

社 会 福 祉 課 健康推進課

小中学校
用 務 員

矢作保育所 長部保育所 小友保育所 高田保育所

　２号棟　２階

　２号棟　１階

商 工 観 光 課

学校給食センター

図 書 館

博 物 館

教育次長兼課長　　　大久保裕明（県）

課長補佐兼スポーツ推進係長　伊藤　真基

生涯学習係

係　長　吉田　幸喜

主　査　葛西智義（深）

主　任　安井宣也（奈）

主任主事　吉田　志真　阿部　泰之（福）

　〃　　山口輝美朗（和）

主　事　保科すみ江（県）

学芸員　曳地　隆元

主　事　古館　俊一

　〃　　桐木　　亮（京）

主事補　吉田　　悠★

スポーツ推進係

主　事　福田　　寛（県）

　〃　　菅野　大樹

部長兼課長　菅野　直人（再）

課長補佐兼地域包括支援センター所長補佐

　　　　　高橋　良明

高齢福祉係

副 主 幹　菅野　わか

係　　長　佐々木　学

主　　任　千葉　紀和（関）　

主任主事　村上　正一

主事兼社会福祉士　馬場　勝基

主 事 補　菅野　文博★

介護保険係

係　　長　岡渕　貴悦

主任主事　大和田昌利　後藤由香利

主　　事　志田　一朗（気仙広域連合派遣）　

地域包括支援センター

所長（兼）　菅野　直人

副 主 幹　佐藤　咲恵

少年センター

所長（兼）　菅野　利尚

課　長　菅野　義則（県）

課長補佐兼管理係長

　　　　中山　雅之

管理係

副主幹　岡安　秋弘（名）

主　査　畑中恵巳子（名）

主　任　四元　寛規（名）

　〃　　森　　　光（県）

技　師　毛利　俊雄（県）

主　事　彦坂　尚男（名）

　〃　　水野　竜一

高田小学校主任用務員　千田あけみ

　　　　 〃 　　　　　村上　淳一　

気仙小学校主任用務員　小林　邦明　

広田小学校主任用務員　佐々木千友　

小友小学校主任用務員　佐藤　浩之　

米崎小学校主任用務員　村上　達也　

矢作小学校主任用務員　佐藤　文子　

課　長　菅野　利尚

課長補佐兼児童福祉係長

　　　　渡邊　雅宏

児童福祉係

主　査　住田　武士（名）

主　任　佐藤　和美（住）

主任主事　金野　　暢

栄養士　佐藤　絵里

主事補　田村　美結★

障がい福祉係

係　長　佐々木賢也

主任保健師　伊藤　睦哲（関）

主　事　佐々木伸哉

保健師　吉田　惠美

主事補　大坂　沙織

課　長　佐々木　誠

課長補佐兼保健係長

　　　　岩崎　利行

保健係

副主幹　松木　祐子

保健師　山内　望美（名）

　〃　　蒲生　紋子

　〃　　遠藤　綾子

　〃　　鳥澤　春香

栄養士　及川　智絵

保健師　千葉　愛実

　〃　　菅野　成美★

所　長　羽生 洋子

主任保育士　菅野　 香

保育士　佐藤 志帆

主任調理員　村上えち子

所　長　佐藤 修子

主任保育士　佐々木美恵子　村上あゆみ

　〃　　中野 亜紀

保育士　佐々木めぐみ　松田純枝

主任調理員　村上 由紀

所　長　藤井貴美

主任保育士　熊谷 公子

　〃　　山田 美加

保育士　伊藤真知子

　〃　　白山 理奈

　〃　　熊谷千春

主任調理員　村上 祐子

所　長　佐々木利恵子

主任保育士　菅野 京子　佐々木宏枝　吉田 和枝

　〃　　村上 雪絵　熊谷 由加　菅野 陽子

保育士　大友さおり　菅野裕美子　吉田　 恵

　〃　　佐藤 泰子　川島 瑞穂

主任調理員　佐藤 夕子

課　長　熊谷　完士

課長補佐兼商工労働係長

　　　　小笠原　淳

観光交流係

係　長　千葉　　達

主　任　森　　正文（武）

主任主事　佐々木武晴

商工労働係

主　事　竹本　圭吾（名）

　〃　　熊谷　直樹

学務係

副主幹　千葉　　稔（関）

係　長　鈴木　貴子

主　任　冨手　千秋（県）

主任主事　細田　　覚

教育研究所

指導主事　熊谷　健司

　〃　　三浦紀久果

　〃　　田代　英樹　　

所　長　菅野　光二

栄養士　畠山　夕子

主　事　佐々木　光

竹駒小学校主任用務員　村上　英也

横田小学校主任用務員　菊池　　静

第一中学校主任用務員　高橋　純子

第一中学校主任用務員　及川　克政

気仙中学校用務員　　　佐々木亮輔

高田東中学校主任用務員　木川田隆俊

横田中学校主任用務員　津田　　忠

館　長　

菅野祥一郎（非）

副主幹　

長谷川敬子

館　長

本多　文人（非）

副主幹

熊谷　　賢



⑨

平成２５年度　市職員配置一覧

議　　　　場議　  長　  室 議 会 事 務 局

３号棟 第３会議室３号棟 第１会議室 監査委員事務局

　３号棟　２階

　３号棟　１階

選挙管理委員会事務局

局　　長　千葉　徳次

局長補佐　千葉　恭一

書　　記　熊谷　　卓

　  〃 　　菅野　絢子

◇理事　

　菅　野　正　明
　白　川　光　一

◇水道事業所長　

　大　坂　幹　夫

◇税務課長　

　鈴　木　康　文

◇監査委員事務局長　

　佐　藤　新三郎

◇農業委員会事務局長　

　菅　野　悦　雄

◇農業委員会事務局長補佐　

　熊　谷　信　義

◇長寿社会課長補佐兼地域包括
　支援センター所長補佐　

　峯　井　敏　實

◇消防署副署長兼予防係長・消防司令

　岩　崎　玲　一

◇小友保育所長　

　佐　藤　佳　代

◇健康推進課副主幹兼介護予防主査

　吉　田　悦　子

《
嘱
託
職
員
》

◆
総
務
課　

▽
嘱
託
員　

小
山
悦
子
、
臼
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佳
香
、
新
沼
都

◆
税
務
課　

▽
徴
収
嘱
託
員　

新
沼
敦　

▽
事
務
嘱
託
員　

菅
野
絵
里
奈
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寿
社
会
課　

▽
要
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上
由
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、
菅
野
行
江
、
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子　

▽
監
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指
導
専
門
員

　

松
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彦　

▽
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護
支
援
専
門
員　

志
田
初
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、
村
上
寿
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◆
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会
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課　

▽
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童
発
達
支
援
管
理
責
任
者　

菅
野
常
子　

▽
子
育
て
相
談
員　

菅
原
実
黄
子
、

佐
々
木
美
津
子
、
佐
々
木
律
子　

▽
家
庭
児
童
女
性
相
談
員　

三
嶋
孝
子
、
菅
野
利
恵
子　

▽
ふ
れ
あ
い

教
室
指
導
員　

前
田
貴
子
、
村
上
明
美　

▽
家
庭
相
談
員　

吉
田
ゆ
う
子　

▽
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
員　

佐
々
木
尚
子

◆
健
康
推
進
課　

▽
嘱
託
保
健
師　

橋
本
富
子　

▽
健
康
相
談
員　

佐
藤
加
代
子
、
小
松
弘
美　

▽
レ
セ

プ
ト
点
検
専
門
員　

近
江
仁
美
、
及
川
直
子　

▽
嘱
託
栄
養
士　

小
林
智
子　

▽
介
護
予
防
指
導
員　

戸

羽
恩
恵
、
荒
澤
愛
美
、
村
上
有
紗　

▽
健
康
相
談
員　

鈴
木
菜
央
美
、
細
谷
あ
ゆ
み　

▽
嘱
託
看
護
師　

加
藤
和
枝
、
鈴
木
智
子

◆
農
林
課　

▽
嘱
託
員　

吉
田
光
昭
、
吉
田
寛　

▽
営
農
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

鈴
木
金
實

◆
農
業
委
員
会　

▽
農
地
相
談
員　

佐
々
木
公
一

◆
生
涯
学
習
課　

▽
発
掘
調
査
員　

遠
藤
勝
博
、
後
藤
円　

▽
社
会
教
育
指
導
員　

吉
田
ハ
マ
子
、
萩
島

具
美
、
佐
々
木
亜
紀
、
千
葉
翔
子　

▽
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員　

高
橋
大
輔　

◆
図
書
館　

▽
司
書　

菅
野
千
恵
子　

▽
嘱
託
員　

佐
藤
幸
恵
、
熊
谷
友
宏
、
熊
谷
瑠
理

◆
博
物
館　

▽
資
料
管
理
員　

菅
野
春
子
、
後
藤
悦
子
、
砂
田
比
左
男
、
砂
田
亨
、
松
田
あ
や　

▽
学
芸

員　

鈴
木
綾　

▽
嘱
託
員　

山
本
ま
ゆ

◆
学
校
教
育
課
関
係　

▽
学
校
教
育
相
談
員　

伊
藤
清
子　

▽
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　

佐
藤
文
子

▽
図
書
教
育
指
導
員　

遠
藤
勝
枝
、
松
澤
友
紀　

▽
外
国
語
指
導
助
手　

ド
ー
テ
ィ
・
シ
ョ
ー
ン
・
ケ
ネ

ス◆
水
道
事
業
所
関
係　

▽
嘱
託
員　

村
上
淳
一

傍聴席

局　　長　菅野　裕司

書　　記　伊東　景子

局長（兼）　細川　文規

局長補佐（兼）

　　　　　戸羽　良一

選挙係

係　　長　佐藤　勝也

【退職者】



２０１３年（平成２５年）　４月１日号　⑩

都市計画課 水　  産　  課 農業委員会事務局 農　  林　  課

　４号棟　２階

　４号棟　１階

４号棟 第４会議室 ４号棟 第５会議室 ４号棟 第６会議室

　４号棟　３階

課　　長　山田　壮史（県）
区画整理推進主幹兼課長補佐　小山　公喜（再）
用地対策主幹　津田　耕節（再）
課長補佐兼計画係長　阿部　　勝
計画係
技　　師　齊藤　正俊（県）
主　　事　蓬田　次郎（県）　永山　　悟★
区画整理係
係　　長　高橋　宏紀
主　　査　木佐木康宏（福）
主　　任　大友　真也
主任技師　山口　拓磨（福）
主任主事　山本　章貴（名）　
技　　師　鵜澤信太郎（県）
主　　事　遠野　正隆★
技　　師　岩田　裕康（名）　堀場　俊秀（名）
用地係
係長（兼）　高橋　宏紀
主　　査　熊谷　和典（県）　
主　　事　福田　　香（県）　熊谷　　剛
技　　師　三浦　耕三（復）
下水道係
副主幹兼係長　千田　顕彦
主　　任　鈴木　　剛（関）　伊藤　徹哉（八）
技　　師　横山　裕一（県）　長野　貴治

課　長　平　　立身

課長補佐兼漁港係長

　　　　石川　　浩

水産係

係　長　菅野　　洋

主　事　田宮　一樹

漁港係

主　事　佐藤　洋一 （復）

技　師　吉野　正孝（県）

主　事　緒方　一隆（県）

技　師　小野寺　渉

局　長　村上　弘人

局長補佐　黄川田芳昭

主　任　及川　和浩（関）

部長兼課長

　　　　橋本　英雄

課長補佐兼林政係長

　　　　高橋　一成

農政係

係　長　村上　　聡

主　任　小野寺　淳（関）

技　師　及川　麻美

主　事　中山　竜一

主事補　田中　優賢★

林政係

主　任　伊東　裕芳（関）

技　師　佐藤　康人

主　事　松　　夏生

部長兼課長　須賀佐重喜
主　　　幹　大和田浩之
　　〃　　　田邉　　久（銚）
課長補佐兼管理係長
　　　　　　菅野　泰浩
管理係
主　　　任　赤澤　政文（甲）
主　　　事　佐々木　崇
道路河川係
副主幹（兼）　岡安　秋弘（名）
係　　　長　菅野　　誠
主　　　任　奥田　雅和（名）
　　〃　　　菅崎　貴栄
　　〃　　　鈴木　　圭（関）
主 任 技 師　小野寺清和
　　〃　　　伊藤　　肇
主　　　事　畠山　拓也
技　　　師　遠藤　智嗣
　　〃　　　永澤　和久（県）
住宅推進係
係　　　長　梅木　　優
技　　　師　佐々木知也（県）
主　　　事　菅野　諒太

所　　長　佐藤　由也

所長補佐　菅野　敏明

所長補佐兼業務係長　

　　　　　佐藤　好信

業務係

主任主事　戸羽　謙一

　  〃 　　菅野　雅彦

主　　事　阿部　将人

工務給水係

係　　長　及川　　浩

技　　師　新沼　和人

主　　事　高橋　拓也

　  〃 　　小松　公輔

局　　長　蒲生　琢磨

局長補佐兼計画係長　

　　　　　村上　幸司

局長補佐　川村　　守（県）

復興対策係

係　　長　山口　　透

主任主事　大和田智広

計画係

主任主事　中川　健司

室　　長（兼）　須賀佐重喜
室長補佐（兼）　大和田浩之
室　　員（兼）　菅野　泰浩
　　〃　　　　菅野　　誠
　　〃　　　　佐々木　崇

室長（兼）　蒲生　琢磨

室長補佐兼事業推進係長

　　　　　伊賀　浩人

事業推進係

主　　査　山口　照木（福）

　  〃 　　西尾　正和（福）

　  〃 　　武田　康敬（名）

主任主事　黒澤　裕昭

技　　師　袰岩　　操（県）

　  〃 　　菊池　秀明（県）

　  〃 　　山中　雅仁（桐）

主　　事　村上　幸義

技 師 補　山田　　龍★

室長（兼）　菅野　利尚

室長補佐（兼）  渡邊　雅宏

主　　査　市村　有三（上）

被災者支援主査　小野寺一典

主　　任　佐々木　祐（盛）

　  〃 　　尾﨑　次朗（京）

主　　事　奥村真以子（県）

　  〃 　　寺西　達生（県）

　  〃 　　武田　知子

　  〃 　　松阪　　要（江）

建　  設　  課 水道事業所 復興対策局

幹線道路対策室

事業推進室

被災者支援室



⑪

介護 お茶のみばなし

ポイント

介護 お茶のみばなし

　今年はなんと寒い日が多いことでしょう。なかなか春本番という気候にはなりませんが、日ごろ

の運動不足に加え、冬はさらに動かず、脂肪を蓄えやすいようです。暖かくなってからと言わず、

今から少しずつ心も身体も燃焼してみませんか。

　地域包括支援センターから、３回目となる認知症に関するお話です。本センターは、高齢者のな

んでも相談窓口です。さまざまな困りごとの多くは、問題行動と言われる心身の興奮状態や家族を

含む周囲の心ない対応やかかわりからくる変調です。

　「今日は何日か」というのは、実際に「何月何日だよ！」という具体的な日を知りたいとい

うよりも、「今がいつで、ここがどこなのか」が分からず不安だということの裏返しの場合が

あります。そのため、何回も何回も繰り返し聞いてきます。こういう場合は突き放すような

受け答え「さっきも言ったべ！」とか「これで５回目だぞ！」などとつっけんどんな受け答

えをすると、悲しい思いをさせてしまいます。聞いてくる側にとっては、心に余裕がないこ

ともあります。例えば、決まったところに大きな日めくりのカレンダーをかけておいてもい

いのではないでしょうか。最近では、日付や曜日が入った掛け時計もあります。

　「今日は何日だったべ」と聞かれたら、一緒に日めくりカレンダーの前に行き、「今日は何

月何日だね」と一緒に納得してみてください。そして一言「外も暖かくなってきたね」とか「桜

も咲いてきたよ」とか言葉から季節感が連想できるような、温かい言葉を織り交ぜてみてく

ださい。普段の何気ないやりとりから、会話がひとつふたつと増えて行くことでしょう。家

族であっても、近隣住民であっても、会話や声をかけ合うことで人のぬくもりを感じ、社会

の中で孤立や孤独が防げますし、地域の中で潤いのある生活が送れるものと思います。

「認知症かな」と心配になったら、地域包括支援センター（内線２０４）に相談してください。

表情がよくなり、
あいさつもできるようになる

意欲がみられるようになる 落ち着いてくる

③「認知症を理解する Ｎｏ．３」

【 見当識障害「今日は何日だったべ」 】

同じ立場になり、不安な気持ちをやわらげる

よりよい介護環境で適切な治療・ケアを行った場合、

このように症状が良くなることがあります。
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　４月１日から再生可能エネルギー（太陽光・木質バイオマス）の利用促進と、生ごみの減量化を図る

ための各種助成制度の内容が変更になります。

　主な変更点は次の表のとおりです。

【住宅用太陽光発電システム導入促進事業の主な変更点】

【陸前高田市木質バイオマスエネルギー利用設備普及促進事業補助金の主な変更点】

【陸前高田市生ごみ減量化促進事業の主な変更点】

　詳しくは、市民環境課環境安全係（内線１３４・１３５）まで。

施　工　業　者

交付条件など

市内に事務所または営業所を持つ事

業者
市内、市外を問わない。

国の補助金申請 必要なし 国の補助金交付決定を受けた者

申　請　時　期 工事着工前 国の補助金交付決定後

補　　助　　金
現金（指定口座に振込）で交付

（上限：１０万円）

陸前高田地域商品券で交付

（上限：１０万円分）

被 災 者 特 例 なし
東日本大震災の被災者は、平成２３年３月

１１日まで遡及して申請することができる。

変　　更　　前 変　　更　　後

購　　入　　先

交付条件など

市内の小売店 市内または市外の小売店

補　　助　　金

現金（指定口座に振込）で交付

（上限：電動生ごみ処理機３万円、木

製コンポスト７千円）

陸前高田地域商品券で交付

（上限：電動生ごみ処理機３万円分、木製

コンポスト７千円分）

変　　更　　前 変　　更　　後

補　　助　　金

交付条件など

現金（指定口座に振込）で交付

（上限：５万円）

陸前高田地域商品券で交付

（上限：５万円分）

変　　更　　前 変　　更　　後

ごみの量を圧縮できる生ごみ処理機 家を新築する際は、住宅用太陽光パネルの設置を

環境にやさしい生活を奨励します

住宅用太陽光発電システム導入などに対する助成の要件を変更住宅用太陽光発電システム導入などに対する助成の要件を変更



⑬

　県内では、例年３月から５月にかけて、特に乾燥しや

すく、林野火災が発生しやすい気象状態になります。過

去にも県内において春先に大規模な林野火災が数多く発

生しており、出火原因のほとんどは人為的な要因となっ

ています。このことから、岩手県では３月１日から５月

３１日までの期間、山火事防止運動を実施しています。

　春先は、山菜取りやレジャーなどで山に入る機会が多

くなります。

　また、農作業などで枯れ草焼きも多く行われます。

一人ひとりが防火の重要性を自覚し、山火事防止に努め

ましょう。

　本市では昨年１０件の火災が発生し、そのうち４件が林野火災となっており、林野火災４件中３

件が３月から５月の間に発生しています。過去の発生状況をみると、昨年同様３月から５月が多く、

県内でも林野火災の約７割がこの期間に発生しています。発生原因は人為的なものが多く、ちょっ

とした不注意から発生したケースも少なくありません。このことは、私たち一人ひとりが火の取り

扱いに注意することで、山火事を未然に防止できるということでもあります。

１　強風時・乾燥時には、たき火、火入れ、野焼きをしない
２　枯れ草などがある火災の起こりやすい場所では、たき火、
　　野焼きをしない
３　たき火の場所を離れるときには完全に消火する
４　タバコの吸いがらは家に持ち帰る
５　火入れを行う際は、許可を必ず受ける
６　火遊びはしない

山火事防止運動実施中

【統一標語】

皆さんの手で、陸前高田市の貴重な森林を守りましょう！！

山火事防止のために守ってほしい６つの事項

林野火災の出火原因（平成２３年岩手県内）

陸前高田市消防本部

１位　たき火　 ２位　野焼き　 ３位　火入れ　 ４位　タバコ

皆さんの手で、陸前高田市の貴重な森林を守りましょう！！

●本市の山火事の現状

「山の火事 もとは小さな 火種から」「山の火事 もとは小さな 火種から」
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対  戦  相  手年 度 勝敗 参加率 (％)

１９９９

２０００

２００１

２００２

２００３

２００４

２００５

２００６

２００７

２００８

２００９

２０１０

２０１１

２０１２

通　算

静岡県大須賀町

佐賀県川副町

富山県福野町

北海道名寄市

滋賀県信楽町

福島県会津坂下町

新潟県分水町

鳥取県北栄町

静岡県芝川町

香川県多度津町

佐賀県基山町

大分県豊後高田市

※東日本大震災の影響で不参加    

※オープン参加

×

×

×

×

×

○

×

○

○

○

○

×

５５．２

５６．６

６０．１

６１．６

６５．４

７３．４

８１．６

８１．８

７８．３

７５．３

７３．７

６４．４

　

５６．３

５勝７敗 平均６３．１

福岡

熊本

佐賀
大分

宮崎

鹿児島

長崎

鹿児島

　５月の最終水曜日は、世界中で実施されている住民総参加型

スポーツイベント「チャレンジデー」です。１日のうち１５分

間体を動かした住民の割合（参加率）を競います。

　今年は５月２９日（水）に開催されますが、本市は震災の影

響もあり、３年ぶりに市町村対抗に参加します。対戦相手は人

口１６, ７９１人の熊本県あさぎり町。この対戦に敗れた自治体

は、勝者に敬意を表し、１週間相手の旗を庁舎に掲げることに

なります。

　本市は、平成１１年からこのイベントに参加し、今年で１４

回目の参加になります。過去の対戦成績は５勝７敗。昨年はオ

ープン参加で、人口２１, ０２１人中１１, ８３０人が体を動か

し、５６. ２８％の参加率でした。熊本に陸前高田市旗をなびか

せるべく、健康のために体を動かしましょう。

　２００３年に球磨郡上村町、免田町、岡原村、須恵村、深田村の５

町村が対等合併し発足。町名の由来は、秋から春にかけて球磨盆地に

しばしば発生する朝霧から。今回、合併１０周年記念事業として、チ

ャレンジデーに初参加。

【熊本県あさぎり町】

■過去の対戦成績

復興に携わる作業員の皆さんもラジオ体操

高齢者に人気のグラウンド・ゴルフ

チャレンジデー２０１３

対戦相手は 熊本県あさぎり町 に決定熊本県あさぎり町対戦相手は に決定



⑮

　岩手県医師会では、第一中学校体育館西側に診療所を開設しています。４月の診療日程は下表のとお

りです。

※１．子どもの精神的なサポートを目的として、県内外の専門医による「子どもの心のケア」の診療科   

　を開設しています。原則として事前予約制になりますので、当診療所に問い合わせください。

※２．診療科は、日によって異なります。また、都合で変更になる場合があります。

※３．４月から毎週水曜日に皮膚科の遠隔診療を行います。岩手医大の皮膚科専門医師がテレビ画面を通

　じて診断します。１日５人までの予約制で実施しますので、受信希望者は早めに本診療　所に申し込

みください。

　詳しくは、高田診療所（☎５３－２１１０）まで。※診療日のみ通話可

●  第一中学校敷地内で診療しています ●

岩手県医師会高田診療所 ４月の診療日程岩手県医師会高田診療所

期　　日 診療（受付）時間 診　　　療　　　科

４月　６日（土）

４月　７日（日）

４月１０日（水）

４月１１日（木）

４月１３日（土）

４月１４日（日）

４月１７日（水）

４月１８日（木）

４月２０日（土）

４月２１日（日）

４月２４日（水）

４月２５日（木）

４月２７日（土）

４月２８日（日）

４月２９日（月）

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１１：００～１６：００

内科系、泌尿器科、心療内科

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科 

外科系、小児科、皮膚科（要予約）

内科系、外科系

内科系、小児科、心療内科、子どもの心

内科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科 

小児科、皮膚科（要予約）

内科系、外科系

内科系、外科系、小児科、泌尿器科、心療内科

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科 

外科系、小児科、皮膚科（要予約）

内科系、外科系 

内科系、外科系、小児科、心療内科、子どもの心

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、心療内科（皮膚科は休診） 

内科系、外科系

　本市には「産業再生特区」が設定されていることから、次の要件を満たす事業者は、税制の特例など

が受けられます。希望する事業者は、企画政策課に問い合わせください。

▽対象になる業種　セメント、鉄鋼、電子機械製造、輸送用機械器具、医薬品、情報サービス、木材、環

境負荷低減エネルギー、観光、食品、水産、農業関連産業

▽主な要件と優遇措置

※①～③のうち１つが、優遇措置の対象になります。

▽地方税の課税免除　上表の①、②、④のいずれかの指定を受けることが条件です。税務課に問い合わ

せください。

　詳しくは、企画政策課政策推進係（内線１７２）まで。

①平成２４年３月３０日以降に新
たに法人を設立し、事業を営む人

主　な　要　件

所得金額を限度に、再投資等準備金として積み立
てたとき、その積立金を損金に算入できる。

特例が適用されるのは、
指定後５年間

②事業用設備などを取得する予
定の人

取得した事業用設備などについて、特別償却また
は税額控除が受けられる。

平成２８年３月３１日
までに取得すること

③被災者を雇用している人
被災した雇用者の給与等支給額の１０％が法人税
額の２０％を限度に控除される。

特例が適用されるのは
指定後５年間

優　　遇　　措　　置 備　　　考

④開発研究用資産を取得する予
定の人

開発研究用減価償却資産を取得した場合、即時償
却できるとともに、１２％の税額控除が受けられる。

平成２８年３月３１日
までに取得すること

税制の特例などを生かして事業の発展を

産業再生特区制度の申請を受付中
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information

お知らせコーナー

information

お知らせコーナーすずき　ゆりあ
ちゃん

かんの　よしき
ちゃん

とば　あや
ちゃん

ながの　みづき
ちゃん

なかの　みゆ
ちゃん

ふくだ　さにい
ちゃん

にいぬま　りな
ちゃん

よしだ　たいと
ちゃん

　

〝
笑
顔
と
元
気
と
賑
わ
い
〟
を

与
え
て
く
れ
る
岩
手
サ
フ
ァ
リ
ー

パ
ー
ク
の
猿
劇
場
が
や
っ
て
き

て
、
プ
ロ
の
ト
ラ
ン
ぺ
ッ
タ
ー

Ｎ
ｏ

ｂｙ

と
共
演
。
お
な
じ
み

ピ
ザ
の
〝
ぬ
ー
ば
号
〟
も
や
っ

て
き
ま
す
。
ワ
ン
コ
イ
ン
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
同
時
に
開
催
し
ま
す
。 

▽
日
程　

四
月
七
日
（
日
）

・
Ａ
Ｍ
ス
テ
ー
ジ　

午
前
十
時
～

十
一
時
三
十
分

・
Ｐ
Ｍ
ス
テ
ー
ジ　

午
後
零
時

三
十
分
～
一
時
三
十
分

▽
場
所　

「
再
生
の
里
ヤ
ル
キ
タ

ウ
ン
」（
米
崎
町
字
脇
の
沢
３
３

の
１
）

▽
そ
の
他　

駐
車
場
を
完
備
し
て

い
ま
す
。「
み
ん
な
の
茶
ロ
ン
」

で
食
事
も
可
能
で
す
。

　

詳
し
く
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

再
生
の
里
ヤ
ル
キ
タ
ウ
ン
熊

谷
（
☎
０
９
０
ー
４
８
８
０
ー

８
４
８
８
）
ま
で
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
地
域
に

残
さ
れ
、
市
民
に
愛
さ
れ
て
き
た

貴
重
な
文
化
財
な
ど
の
保
存
お
よ

び
活
用
に
つ
い
て
、
方
針
を
策
定

す
る
た
め
に
、
委
員
会
（
委
員
長

　

池
邊
こ
の
み
千
葉
大
学
大
学
院

教
授
）
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
会
議
は
公
開
で
行
い
ま
す
の

で
、
希
望
者
は
聴
講
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
日
時　

四
月
十
五
日
（
月
）
午

後
二
時
～
三
時

▽
会
場　

市
役
所
四
号
棟

▽
傍
聴
手
続
き　

会
議
開
催
当
日
、

会
場
で
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
一

時
五
十
分
ま
で
受
け
付
け
を
行
い

ま
す
。
会
場
の
関
係
で
定
員
三
十

人
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
に
な
り

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
（
内

線
２
６
２
）
ま
で
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で
放

送
し
て
い
る
「
き
ら
り
！
え
ん
旅
」

で
、
歌
手
の
綾
戸
智
恵
さ
ん
が
本

市
で
ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い

ま
す
。

▽
日
時　

四
月
二
十
日
（
土
）
午

後
二
時
三
十
分
開
場
、
午
後
三
時

開
演

▽
会
場　

米
崎
コ
ミ
セ
ン

▽
入
場
券　

観
覧
は
無
料
で
す

が
、
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

入
場
整
理
券
は
四
月
八
日
（
月
）

か
ら
商
工
観
光
課
で
配
布
し
ま

す
。

※
配
布
時
間
は
平
日
の
午
前
九

時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。
ま
た
、

一
人
二
枚
ま
で
配
布
し
ま
す
。
定

員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
観

光
交
流
係
（
内
線
２
７
２
）
ま

で
。

　

市
は
、
学
費
の
支
出
が
困
難
な

学
生
に
、
就
学
資
金
を
無
利
子
で

貸
与
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格　

保
護
者
が
市
内
に

住
み
、
高
校
、
大
学
（
短
大
）、

専
門
学
校
、
ま
た
は
、
こ
れ
と
同

程
度
の
学
校
に
在
学
、
進
学
す
る

者▽
貸
与
額　

高
校　

月
額
一
万

円
、
大
学
（
短
大
）
月
額
三
万
円

▽
申
請
期
間　

四
月
十
日
（
水
）

～
五
月
十
日
（
金
）

▽
申
請
手
続
き　

生
涯
学
習
課
備

え
付
け
の
申
請
書
に
、
必
要
事
項

を
記
入
し
、
前
在
学
学
校
長
な
ど

の
推
薦
を
受
け
て
、
生
涯
学
習
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
貸
与
期
間　

本
年
四
月
か
ら
正

規
修
業
年
限
の
終
期
ま
で

▽
返
済
期
間　

貸
与
終
了
の
六
カ

月
後
か
ら
十
年
以
内

　

詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
（
内

線
２
５
１
）
ま
で
。

　

セ
ー
ブ
・
ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
で
は
、
子
ど
も
た
ち
と

大
人
が
一
緒
に
地
域
の
復
興
に
向

け
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え

る
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
程　

五
月
五
日
（
土
）
午
前

岩
手
サ
フ
ァ
リ
ー
パ
ー
ク
猿
劇
場

ト
ラ
ン
ぺ
ッ
タ
ー
Ｎｏ

ｂｙ

共
演

３
歳
６
か
月
児
健
診
か
ら

◆
平
成
二
十
五
年
二
月
健
診
分
②

む
し
歯
の
な
い
子

　
　

あ
つ
ま
れ
！

む
し
歯
の
な
い
子

　
　

あ
つ
ま
れ
！

む
し
歯
の
な
い
子

　
　

あ
つ
ま
れ
！

希
望
者
は
聴
講
で
き
ま
す

市
文
化
財
等
保
存
活
用
計
画
策
定
委
員
会

Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
「
き
ら
り
！
え
ん
旅
」

綾
戸
智
恵
ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト

向
学
心
の
あ
る
学
生
を
応
援
し
ま
す

奨
学
生
を
募
集

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

第
四
回
東
北
子
ど
も
ま
ち
づ
く
り
サ
ミ
ッ
ト

サ



⑰

４月の就職支援相談会

　詳しくは、ハローワーク大船渡就職支援ナビゲーター（☎

２７－４１６５）まで。

十
時
～
正
午　

子
ど
も
ま
ち
づ
く

り
ク
ラ
ブ
の
活
動
報
告
、
午
後
一

時
～
三
時　

子
ど
も
ま
ち
づ
く
り

ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
と
参
加
者
と
の

意
見
交
換

▽
場
所　

仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

小
学
五
年
生
か
ら
高
校

生
、
行
政
関
係
者
、
一
般
市
民

※
参
加
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽

選▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
方
法　

四
月
十
七
日
（
水
）

ま
で
に
、
セ
ー
ブ
・
ザ
・
チ
ル
ド

レ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
（
☎
０
８
０
ー

２
５
５
１
ー
５
３
１
７
）
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
受
付
時
間
は
、
平
日
の
午
前
十

時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
。

　

東
北
財
務
局
盛
岡
財
務
事
務
所

で
は
、
自
ら
の
収
入
で
返
済
し
き

れ
な
い
ほ
ど
の
借
金
を
抱
え
、
悩

ん
で
い
る
人
々
か
ら
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
秘
密
厳
守
・

無
料
で
す
。

▽
相
談
窓
口　

盛
岡
合
同
庁
舎
四

階▽
受
け
付
け　

平
日
午
前
八
時

三
十
分
～
午
後
五
時
十
五
分

▽
相
談
専
用
電
話　

（
☎
０
１
９

ー
６
２
２
ー
１
６
３
７
）

◇出生（　）は字名・保護者・出生日

矢作　…

横田　佐々木　陽
よう

　太
た

（銭洞・郁・2/19）

竹駒　上　部　藍
あい

　梨
り

（相川・和哉・2/28）

気仙　…

高田　菊　池　圭
けい

　佑
すけ

（西和野・弘也・2/19）

米崎　熊　谷　叶
かな

　萌
め

（神田・和人・2/13）

　　　菅　原　久
つね

　誠
まさ

（地竹沢・一磨・3/3）

　　　嶋　村　　　秦
じん

（高畑・学・3/7）

小友　山　田　　　葵
あおい

（財当・博之・3/5）

広田　加　藤　司
し

　詩
うた

（大久保・学・3/5）

◇おくやみ（　）は字名・年齢・死亡日

矢作　佐　藤　道　治（三の戸・79・2/16）

　　　村　上　勝　子（大嶋部・73・3/3）

　　　菅　野　ツ　ネ（信内・94・3/4）

　　　佐々木　レイ子（神明前・82・3/9）

横田　村　上　カツヨ（舞出・95・2/28）

　　　和　野　トミノ（橋の上・67・3/12）

竹駒　河　野　隆　吉（滝の里・77・2/15）

気仙　熊　谷　カツ子（水上・86・3/9）

高田　佐々木　　　敏（東和野・83・2/21）

　　　千　葉　ク　ラ（砂畑・94・2/23）

　　　清　水　安　男（鳴石・71・2/24）

　　　伊　藤　タマ子（東和野・92・2/24）

　　　佐々木　隆　一（鳴石・88・2/27）

　　　大　内　正　典（鳴石・73・3/5）

　　　熊　谷　俊　美（東和野・93・3/8）

米崎　鈴　木　ハルヲ（松峰・87・2/17）

　　　吉　田　利　子（沼田・89・2/25）

　　　金　野　軍　治（堂の前・86・3/10）

小友　佐　藤　榮　志（矢の浦・76・3/1）

広田　津　嶋　誠　一（黒崎・82・3/1）

　　　西　條　サツキ（中沢・99・3/14）

慶  弔（届出日：２ /１６～３/１５）

◎
運
動
で
、
選
べ
る
特
典
！

　

①
生
活
習
慣
病
予
防
②
若

返
り
効
果
③
肥
満
の
解
消
④

ス
ト
レ
ス
解
消
⑤
体
力
の
増

進
⑥
体
の
キ
レ
、
頭
の
キ
レ

⑦
お
金
（
医
療
費
）
の
節
約

な
ど
な
ど
（
他
に
も
た
く
さ

ん
）
あ
な
た
は
、
何
が
ほ
し

い
で
す
か
。

　

組
み
合
わ
せ
は
、
あ
な
た

次
第
。
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
選

べ
る
特
典
が
増
え
ま
す
よ
。

◎
今
回
の
お
す
す
め
特
典
！

　

「
運
動
で
、
記
憶
力
が
ア
ッ

プ
」

米崎中学校仮設団地談話室

矢作中学校仮設団地（愛宕下仮設住宅）集会所

モビリアセンターハウス

高田高校仮設団地（長砂仮設住宅）集会所

広田地区コミュニティーセンター

二日市仮設団地談話室

４月　４日（木）１３：３０～１５：００

４月１０日（水）１０：００～１１：３０

４月１０日（水）１３：３０～１５：００

４月１７日（水）１０：００～１１：３０

４月１７日（水）１３：３０～１５：００

４月　４日（木）１０：００～１１：３０

開　催　日　時 開　催　場　所

　

例
え
ば
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
よ
う
な
軽
い
運
動
を
す
る

と
、
記
憶
力
や
集
中
力
に
関

係
す
る
物
質
（
ア
セ
チ
ル
コ

リ
ン
や
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン

な
ど
）
が
多
く
な
り
ま
す
。

ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
君
や
ノ
ル

ア
ド
レ
ナ
リ
ン
君
た
ち
が
脳

の
中
で
友
だ
ち
を
た
く
さ
ん

作
っ
て
、
わ
い
わ
い
で
き
る

と
、
脳
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

広
が
り
、
記
憶
力
ア
ッ
プ
！

こ
の
特
典
は
、
何
歳
か
ら
で

も
受
け
取
れ
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
！

◎
ほ
ん
の
少
し
意
識
し
て
み

る
！

　

こ
れ
か
ら
運
動
を
始
め
る

人
に
お
す
す
め
な
の
が
、「
早

足
」。
普
段
の
生
活
、
散
歩
を

ち
ょ
っ
と
意
識
し
て
早
め
に

し
て
み
る
。
こ
れ
だ
け
で
、

知
ら
な
い
う
ち
に
運
動
量
が

ア
ッ
プ
。
体
が
慣
れ
て
き
た

ら
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
た
り
ス

ポ
ー
ツ
に
取
り
組
ん
だ
り
、

よ
り
楽
し
め
る
方
法
を
見
つ

け
ま
し
ょ
う
。
掃
除
し
た
り
、

荷
物
を
運
ん
だ
り
…
普
段
の

生
活
の
中
で
体
を
動
か
す
機

会
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。「
ち
ょ
っ
と

＋プ
ラ
ス

」。
運
動
は
無
理
せ
ず
、
長

く
続
け
る
と
効
果
的
で
す
。

　

四
月
十
五
日
号
か
ら
、
広

報
り
く
ぜ
ん
た
か
た
の
編
集
・

発
行
を
「
企
画
部
ま
ち
づ
く

り
戦
略
室
」
で
行
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

広
報
り
く
ぜ
ん
た
か
た
の

担
当
部
署
が
変
わ
り
ま
す

矢作小学校仮設団地談話室

米崎小学校仮設団地集会所

４月２４日（水）１０：００～１１：３０

４月２４日（水）１３：３０～１５：００

借
金
で
悩
ん
で
い
る
皆
さ
ん
へ

多
重
債
務
相
談
窓
口
の
お
知
ら
せ

保
健

だ
よ
り

運
動
っ
て
こ
ん
な
に

お
得
！

保
健

だ
よ
り

３７４



２０１３年（平成２５年）　４月１日号　⑱

数字で見る陸前高田市
市内の火災救急活動（２月）

（　）は 1 月からの累計

市の人口（２月２８日現在）
◎住民登録人口（　）内は前月比

市内の交通事故（２月）
大船渡警察署調べ。（　）は１月からの累計

◆人身事故
◆物損事故
◆負 傷 者
◆死 亡 者
◆飲酒運転

男
女
計

世帯数

◆建　　物

◆林野・その他

◆出動件数

◆搬送人員

　６件
４０件
１０人
０人
１人

９，９４４人
１０，７４３人
２０，６８７人

７，４８０世帯

０件

０件

６１人

５８人

（１７件）
（１２１件）
（２８人）
（  ０人）
（  １人）

（－１０）
（－１３）
（－２３）

（ － １）

（  ０件）

（  ０件）

（１４２件）

（１４４人）
※前年同月との比較（－２９７）

◆編集・発行◆　陸前高田市企画部まちづくり戦略室　〒０２９－２２９２ 岩手県陸前高田市高田町字鳴石４２番地５　☎０１９２ 　２１１１（内線１７３）
　　　　　　　　ホームページ http://www.city.rikuzentakata.iwate.jp　Ｅメール kyoudou@city.rikuzentakata.iwate.jp

５４

　

震
災
で
は
、
住
田
町
で
も
震
度
６
弱

を
観
測
し
、
町
役
場
庁
舎
に
ひ
び
が
入

る
な
ど
の
被
害
が
出
ま
し
た
。「
津
波

が
来
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
思
い
ま
し

た
が
、
ま
さ
か
こ
れ
ほ
ど
の
津
波
が
来

る
と
は
予
想
だ
に
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

当
日
と
翌
日
は
町
民
の
安
否
確
認
を
行

い
、
そ
の
後
は
地
元
の
消
防
団
に
所
属

し
て
い
た
の
で
、
発
災
二
日
後
の
三
月

十
三
日
か
ら
こ
ち
ら
に
来
て
人
命
救
助

に
あ
た
り
、
が
れ
き
を
人
力
で
か
き
分

け
な
が
ら
捜
索
活
動
を
行
い
、
ご
遺
体

を
収
容
し
ま
し
た
。
当
時
は
、
被
災
者

の
方
々
と
同
じ
気
持
ち
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
こ
の
時
、
隣
の
ま
ち
に
住
む
者

と
し
て
、
親
身
に
な
っ
て
支
え
て
い
き

た
い
と
決
意
し
ま
し
た
。

　

住
田
町
で
は
、
震
災
前
か
ら
町
産
材

を
生
か
し
た
仮
設
住
宅
の
構
想
が
あ

り
、
設
計
が
七
割
が
た
出
来
上
が
っ
て

い
た
と
こ
ろ
で
発
災
。
多
田
町
長
の
判

断
で
、
急
き
ょ
「
町
有
地
に
仮
設
住
宅

を
建
て
よ
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

議
会
の
了
承
を
得
て
、
直
ち
に
建
設
に

取
り
掛
か
り
、
早
い
と
こ
ろ
は
三
月
末

に
完
成
し
ま
し
た
。
仮
設
住
宅
は
県
が

建
て
る
と
い
う
決
ま
り
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
町
長
は
「
そ
れ
で
は
遅
い
。

一
日
も
早
く
被
災
者
の
方
々
に
安
心
し

て
ほ
し
い
」
と
町
独
自
の
建
設
に
踏
み

切
り
ま
し
た
。

　

市
民
環
境
課
で
窓
口
対
応
を
し
て
い

る
と
、
た
く
さ
ん
の
知
人
に
会
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
元
気
な
姿
を
見
る
と
、

こ
ち
ら
が
ホ
ッ
と
し
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
が
、「
派
遣
職
員
と
し
て
来
て
も

ら
っ
て
良
か
っ
た
」
と
思
っ
て
く
だ
さ

る
よ
う
に
、
笑
顔
で
接
す
る
こ
と
で
、

元
気
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い

で
す
。
四
月
か
ら
一
年
間
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

派
遣
職
員
紹
介
⑱

藤

　

井

　
　
　

剛 

さ
ん

市
民
環
境
課　

主
事

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】　

藤
井　

剛　

（
ふ
じ
い　

ご
う
）

　

遠
野
市
出
身
。
幼
少
期
を
県
内
各
地
で
過
ご
し
、
大
学
を
卒
業
後
、
住
田
町
役
場
に
採
用
さ
れ
る
。

農
政
、
総
務
を
経
て
、
町
民
生
活
課
で
国
民
年
金
を
担
当
し
な
が
ら
窓
口
対
応
に
あ
た
る
。
そ
の
後
、

気
仙
広
域
連
合
に
派
遣
さ
れ
、気
仙
二
市
の
職
員
と
の
人
脈
を
築
く
。
町
役
場
に
戻
っ
て
か
ら
は
、農
政
、

商
工
観
光
、
震
災
後
か
ら
「
広
報
す
み
た
」
を
担
当
。
町
民
生
活
課
で
の
経
験
と
、
気
仙
広
域
連
合
時

代
の
人
脈
を
買
わ
れ
、
今
年
一
月
か
ら
本
市
に
派
遣
。
市
民
環
境
課
に
配
属
さ
れ
、
国
民
年
金
を
担
当

し
な
が
ら
笑
顔
で
窓
口
に
立
つ
。


